
 

 

 

受
付
番
号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 1 

議席番号 番 氏 名 

会派名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 町長選挙「立候

補予定者公開政

策討論会」等投票

率向上策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町の町長選挙においては、前々回（平成 26

年度）は「立候補予定者公開政策討論会」が開催

されたが、前回は開催されなかった。投票率は、

47.27％で、翌年の町議選 47.72％よりも低かっ

た。道の駅への考え方が大きな争点だったが投票

率は 5割を切っている。 

候補者の人物や政見が有権者に容易に伝わる

ようにし、投票率を上げる必要がある。 

 

(1)  町長選挙の投票率をどう考えているか。 

 

(2)  投票率向上のための施策は。 

 

(3)  無観客の討論会をネット配信する「告示後

ネット討論会」は、公職選挙法に抵触しない

と解されるがいかがか。 

 

(4)  「告示後ネット討論会」を町として実施す

る考えはないか。 

 

(5)  次回の町長選挙において、確実に「立候補

予定者公開政策討論会」が開催できるよう、

新城市と同様に制度化する考えはないか。 

 

(6)  「立候補予定者公開政策討論会」や「告示

後ネット討論会」を開催する民間団体に会場

費や広報等の援助をする考えはないか。 

 

(7)  町長は「立候補予定者公開政策討論会」「告

示後ネット討論会」をどう考えるか。また「町

長選立候補者の合同の個人演説会」を呼びか

ける考えはないか。 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤 宏明 

 

中野まさひろ 

１ 
       ８月１７日 

午前・午後  ８時３０分 

 

 ３ 

無 会 派 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 2 ３番 氏名 中野まさひろ 

 
 

 ２ 「2050二酸化

炭素排出実質ゼ

ロ表明」等につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 中学校の制服

の見直しについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国は「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ」を宣

言しその具体化が進んでいる。地方自治体にも「2

050年二酸化炭素排出実質ゼロ表明」が広がって

おり、7月 30日時点で 432自治体に上っている。 

 

(1)  「東郷町環境基本計画」の改定に合わせ、

「気象非常事態宣言」及び令和 2年第 1回定

例会で策定を視野に入れていると答弁され

た「地球温暖化対策の推進に関する法律」に

基づく法定計画である「地方公共団体実行計

画」の「区域施策編」策定の予定は。 

 

(2)  県下市町村の「2050年二酸化炭素排出実

質ゼロ表明」の状況は。 

 

(3)  本町も「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ

表明」を行う考えはないか。また、国の「20

50年二酸化炭素排出実質ゼロ」宣言を踏まえ

た町の施策強化をどう考えているか。 

 

今年度第 2回定例会の一般質問において「６月

中に制服の見直しのための委員会を立ち上げ、見

直しの内容、方法を検討し、今年度中には方向性

を決める予定。見直しの際には、保護者や児童生

徒に対してアンケートを実施し意見を取りまとめ

ていく予定」との答弁があった。 

 

(1)  制服見直しの現状およびスケジュールは。 

 

(2)  「保護者や児童生徒に対するアンケート」

は、現在の制服に対する保護者や児童生徒の

考えを知り、今後の「制服見直し」の検討課

題を把握するために、具体的検討に入る前の

早い段階で実施する必要があると考えるが

どうか。 

 

(3)  検討委員会への保護者や児童生徒の参加

についてはどう考えているか。 

 

(4)  保護者や児童生徒の意見によっては、季節

や嗜好による私服着用も検討対象となるか。 

 

(5)  愛知県扶桑町扶桑中学校のように授業で

話し合うことは考えているか。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

教育長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 3 ３番 氏名 中野まさひろ 

 

 ４ 小中学校にお

ける性教育につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「パートナーシ

ップ制度」の導入

について 

  

 「中学校の制服の見直し」や「小中学校の女子

トイレへの生理用品の配備」により、保護者や児

童生徒の性に対する関心が高まっている。 

 性教育においては、生殖だけでなく、性の多様

性や性は恥ずかしいものや、口にしてはいけない

隠すべきものではなく、生きる上で大切な要素で

あることを伝える必要がある。 

しかし、近年の社会状況の変化もあり、性教育

の内容は多岐にわたり、しかもデリケートである

だけに、家庭においても学校においても正しく十

分な性教育を子ども達に提供することの難しさを

抱えている。 

 

(1)  産婦人科医・助産師等の外部講師を活用

し、総合学習の時間等で保護者を含めた性教

育の充実を図る考えはないか。 

 

(2)  PTAと連携し、様々な方法で保護者も含め

て性についての理解を深める取り組みを進

める考えはないか。 

 

オリンピックを契機として LGBT問題に対する

関心が高まっている。また、本町中学校の制服見

直しの議論は、町民に LGBTへの配慮の機運を間

違いなく醸成させるものである。 

そして「パートナーシップ制度」の導入は、当

事者の救済とともに LGBT配慮の啓発の意義も

大きい。 

 

(1)  LGBTに対する今までの施策は。 

 

(2)  「パートナーシップ制度」を求める町民の

意見や申請はあるか。 

 

(3)  県下市町村の「パートナーシップ制度」導

入状況はどうか。 

 

(4)  「パートナーシップ制度」導入の考えはな

いか。 

 

町長 

教育長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 


